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　 令和２ 年度( 2 0 2 0 年度) ～令和６ 年度( 2 0 2 4 年度) の第５ 次地域福祉活動計画を策定するに

あたっては、その前期の第４ 次計画の取り 組みを 振り 返り 、「 ネリ ーズ」「 キーパーソン」「 地域福祉

コ ーディ ネータ ー」の取り 組みを 更に推進するこ と で、以下の３ つを 強化し ていく こと を 目指し まし た。

( 1 ) 地域の「 気づき 」を 共有する だけでなく 、それを 広く 発信し ていく 。

( 2 ) 地域福祉コ ーディ ネータ ーは、「 生き づら さ 」を 地域の課題と し てと ら えるため、

　 　 地域で 身近に自発的な活動を 行っ ている「 キーパ－ソン 」と のつながり を

　 　 強化していく 。

( 3 ) 第４ 次計画で 芽吹いた「 ネリ ーズ」 や「 社会福祉法人等のネット 」を 生かし 、

　 　 地域住民から 専門機関ま で が練馬ら し い地域づく り を 進めて いく 。

　 第５ 次計画では、２ つの柱（「 つながり 支

えあう 地域をつく る」と「 それぞれの生き方

を支えあう」）を設定しまし た。特に柱２ は個

の尊厳の視点を 強化し た柱です。こう し た

柱を設定してスタート した計画ですが、計画

の初年度からコ ロナ禍に見舞われ、地域で

は人と 接する機会が減り 、地域活動も 停滞

しまし た。その一方で、誰も が当事者と なっ

たコロナ禍は、誰も が「 支えあう 」こ と の大

切さ に気づかさ れ、地域共生社会はどんな

状況でも 揺るがないこと が再認識さ れまし

た。また、特例貸付をはじ め社協に寄せら れ

る 相談が増加し たこ と から 、これまでは十

分に見えなかっ た地域課題が見えてき た

り 、社協と 関わり が少なかっ た様々な人の

暮らしを知る機会になり ました。

　 第５ 次計画の取り 組みを 通じ て、以下の

よう に、主な成果と 課題がみら れまし た。

第５ 次地域福祉活動計画で 強化を 目指し た３ つのポイント

計画が目指し たも の11
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第5 次地域福祉活動計画の体系図
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取り 組み項目
●住 民 主 体 の

　 地域づく り

●分野を 超えた

　 ネットワーク の構築

●ま る ご と 認め支えあう

　 仕組みの構築

●権利擁護の視点をもった

　 地域生活支援の推進

▶視点
一人ひと り の気づき 、

お互いの育ち あいを 大切にする

▶理念
ひと り の不幸も 見逃さ ない

～つながり のある 地域を つく る ～

キーパーソ ン・ ネリ ーズ

地域福祉コーディネータ ーが

協働し た地域づく り

キーパーソ ン
地域福祉協働推進員

（ ネリ ーズ）

地 域 福 祉
コ ーディ ネータ ー



（ １ ）住民主体の地域づく り

　 　（ 取り 組み内容）  ◆  誰も が参加でき る 地域活動を 推進する

　 　 　 　 　 　  　 　 　 ◆  ネリ ーズの気づき の輪を 広げ発信力を 高める  

　 　 　 　 　 　  　 　 　 ◆   地域に暮ら すキーパーソンの力を地域づく り につなげる　

　 　 　 　 　 　  　 　 　 ◆  災害に備えた地域の関係づく り

社会福祉法人等のネット ワーク

区内6 5 法人10 0 か所を 超える 事業所が参加

活動テ ーマ＝

「 就労体験」「 交流の場・ 居場所づく り 」「 福祉教育」

つながり 支えあう 地域をつく る柱 1

ネリーズ（ 地域福祉協働推進員）

７３３ 人（ 令和6 年12 月現在）

５ 年間で 、懇談会を1 1回開催

ネリ ーズ通信を 第3 3 号まで発行

☆5 次計画の目標（ 7 3 0 名）達成☆

社協拠点 社協拠点

社協拠点 社協拠点

成　 　 果　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 課　 　 題

①「 地域福祉実践報告会」をコ ロナ禍も 継続し 、

　 地域団体同士のつな がり を 広げた。

②コ ロ ナ 禍で も 社協が運営する 作業所、地域

　 生活支援センタ ーで は利用者が地域住民と

　 関わる 活動を で き る 範囲で 続けた。

③ネリ ーズ懇談会を「 多様性を 認め合う 」 な ど

　 を テーマに継続的に開催し た。

④地域に暮ら し 身近に自発的な 活動を 実践す

　 る「 キーパーソ ン 」の事例を 集積し 、四コ マ

　 漫画等で 表現し た 。 身近にネリ ーズのよ う

　 な 気づ き が共有さ れる と 新し い 活動が始

　 まっ て おり 、ネリ ーズと キーパーソ ン はその

　 機能が重なり 合う こ と が分かっ た。

⑤災害シン ポジウムや入門講座を 通じ て 地域

　 住民や関係団体のつな がり を 広げた。

① 就労する 高齢者も 増え 、若い

　 世代も 含め仕事を し て いて も

　 参加し やすい 活動が求めら れ

　 て く る 。

　「 誰 も が 参 加で き る 」 地 域 活

　 動の在り 方に 新し い 工夫が必

　 要と な る 。

②多様な 地域課題を さ ら に 広く

　 地域住民に 分かり やすく 発信

　 する こ と が必要と な る 。

③ネリ ーズ通信を発行し 続けたが、

　 ネリ ーズ 以外への発信や

　 ネリ ーズ自身によ る 発信を 強

　 化する な ど 、発信力を 高めて

　 いく こ と が期待さ れる 。

◉ 大泉地区 ◉ 光が丘地区

◉ 石神井地区 ◉ 練馬地区

◆地域福祉コ ーディ ネ ータ ー

⭐ ネ リ ーズ懇談会

★社会福祉法人等のネット 連絡会

◆地域福祉コ ーディ ネ ータ ー

⭐ ネ リ ーズ懇談会

★社会福祉法人等のネット 連絡会

◆地域福祉コ ーディ ネ ータ ー

⭐ ネ リ ーズ懇談会

★社会福祉法人等のネット 連絡会

◆地域福祉コ ーディ ネ ータ ー

⭐ ネ リ ーズ懇談会

★社会福祉法人等のネット 連絡会
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（ １ ）ま る ご と 認め支え あう 仕組みの構築

　 　（ 取り 組み内容）  ◆  複合的な課題への対応・ はざまの支援

　 　 　 　 　 　 　 　 　  ◆  生活・ 就労の一体的支援

（ ２ ）分野を 超え た ネッ ト ワーク の構築

　 　（ 取り 組み内容） ◆  社会福祉法人等のネット ワークを活用した仕組みづく り

　 　 　 　 　 　  　 　 　 ◆  地域課題を 共有できるネット ワーク づく り 　

　 　 　 　 　 　  　 　 　 ◆  地縁組織や地域のさ まざまな活動の連携を 深める

それぞれの生き 方を支えあう柱 2

①社会福祉法人等のネット ワーク で は、「 ネリ ーズと 同じ

　 ４ つのエリ アご と の取組みを 進めた。全体会には、各地

　 区の民生委員が出席し て 法人と 情報交換し た 。

②生活困窮者の相談から 見え る 課題を 民生委員と 共有

　 し たほか、 ボラ ン ティ アセンタ ーに相談のあっ た「 発達

　 性読み書き 障害」 の事例を も と に、 その課題を 知っ て

　 も ら う プ ロ ジェ クト を 展開する な ど 、 社協の各事業で

　 相談を 重視し た活動を 展開し た。（ 17・ 18 ページ 参照）

③民生委員や施設職員と 連携し 、 コ ロ ナ禍に外出で き な

　 い世帯の食料支援な ど に取り 組んだ 。

①地域課 題を さ ら に 地域 住

　 民に 知っ て も ら う 取り 組

　 みを 広 げ て い く こ と が 必

　 要と なる 。

②地域福祉コーディ ネータ ー、

　 社 会 福 祉 法 人 等 のネッ ト

　 ワーク 、 ネリ ーズが地域に

　 ある 課題を 共有し 、連携を

　 進め て い く こ と が 期 待 さ

　 れる 。

成　 　 果　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　課　 　 題

①当事者同士が「 本人の望む生活・ はたら き 方」

　 を 語り 合い、多様な 価値観がある と いう こ と を

　 当事者から 学ぶ視点で 確認するこ と ができ た。

②孤立や課題を 早期に発見する ため、 各拠

　 点における 相談事例を 共有し た ほか、 第

　 ６ 次計画に 向けて 地域福祉活動団体にイ

　 ンタ ビュ ーを 実施し た 。

③食料支援の展開を 通じ て 、 複合的な 課題

　 に対応する 関係機関の連携を 強化し た。

④外国人支援等のた めのＮＧ Ｏ や専門機関

　 と の連携な ど 、 福祉に限ら な い分野と の

　 連携に取り 組んだ 。

成　 　 果　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 課　 　 題

①本人の望む多様な はたら き 方を 当事者の

　 視点で 広く 発信する 機会を 広げる こ と で

　 地域から の理解を 深め、地域で 支える 参加

　 支援に結びつけて いく こ と が必要と なる 。

②複合的な 課題を 早期に把握し 本人主体に

　 よ る 課題解決や地域の理解へと 進める た

　 め、 ネリ ーズや社会福祉法人のネット ワー

　 ク 等の関わり を 強化し て いく 必要がある 。

③公的機関に 限ら な い 多機関協働やイン

　 フ ォ ーマルな 活動と フ ォ ーマルな取り 組み

　 の連携を作り 上げていく こと が必要と なる。
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（ ２ ）権利擁護の視点を も っ た 地域生活支援の推進

　 　（ 取り 組み内容）  ◆  当事者の力を活かした福祉教育

　 　 　 　 　 　  　 　 　  ◆  福祉人材の育成 

　 　 　 　 　 　  　 　 　  ◆  その人らし い地域生活を支える

　 これら の成果や課題から 、「 それぞれの生き方を認め支え合う 」「 つながり 支え合う 地域をつく る」

こと は引き続き強化すべき重要な取り 組みの柱と 考えら れます。なお、地域にある課題に対して地

域住民が自発的に動く（ ＝「 キーパーソン」の機能）機会を増やしていく う えで、「 ネリ ーズ」の気づき

の広がり は重要になり ます。第６ 次計画では、「 ネリ ーズ」「 社会福祉法人等のネット ワーク」「 地域福

祉コ ーディ ネータ ー」を 計画の「 推進力」と し 、以下を 強化し ていく こ と が求めら れます。

( 1 ) その人らし い生き 方を 認め合い、つながり のある地域づく り と と もに、

　 　 誰も が参加し て活躍できる地域づく り を 進めていく 。

( 2 ) 地域の課題を３ つの推進力を生かし て、広く 地域住民に発信し ていく 力を 高める。

( 3 ) 当事者の力を 生かし た権利擁護支援の視点を 様々な場で 展開し ていく 。

第６ 次地域福祉活動計画に向けて

P
o
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t

①社協の運営する 福祉作業所や地域生活支援セン

　 タ ーで は、学校や地域と 連携し 、当事者自身が語

　 る こ と を 通じ て 障害を 理解し て も ら う 取り 組み

　 を コ ロナ禍も 続けた 。

②学校の授業や講座に限ら ず、 農園な ど の場で 利

　 用者と 地域の人が一緒に作業する よ う な 場を 通

　 じ て 、 当事者の力を 活かし た 福祉教育を 幅広い

　 視点で 進めた 。

③障害福祉人材育成・ 研修セン タ ーを 事業団へ移

　 管し たが、同センタ ーで 当事者の声も 踏まえて 作

　 り 上げた「 目指すべき 人物像」を 社協内部で の研

　 修に引き 継いだ 。

④その人ら し い地域生活を 送るこ と がで き る よ う 、

　 成年後見制度を はじ めと し た 権利擁護の必要性

　 を 検討する 仕組みづく り や市民後見人の養成を

　 進めて き た。

①当事 者の 力 を 活かし た 福祉 教

　 育を 社会福祉法人等のネット 　

　 ワーク やネリ ーズと 連携し 、 幅

　 広く 学校と 推進し て いく こ と が

　 期待さ れる 。

②権 利 擁 護 支 援に つ い て 話し 合

　 う 検 討 支援 会議 の仕 組みと 重

　 層的支 援体制 整備事 業を 活用

　 し た 他機 関協 働の 仕組 みが 連

　 携し 、 その人ら し い 地域生活を

　 支え る 体 制 を 強 化す る こ と が

　 必要と な る 。

③権利擁護の視点を 持っ た取り 組

　 みを その人ら し い地域生活を 支

　 え る 様々な 事業やネッ ト ワーク

　 と 共有し て いく 必要がある 。

成　 　 果　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　課　 　 題
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　 地域福祉コーディ ネータ ーには障害の有無や年齢、性別、国籍等に関係なく 、さ まざま

な相談が寄せら れます。「 ひとり の不幸も 見逃さ ない～つながり のある地域をつく る～」

ために、地域福祉コーディ ネーターは、一つひと つの相談を受け止め、できること から 参

加の輪を広げ、 支え合いの地域づく り に取り 組んでいます。ここでは、地域の方の相談

をきっかけに、発達障害のある方や家族、地域で支援をしている団体等による活動が共

感者を呼び、そしてあるプロジェクト が生まれた実践例をご紹介します。

■ はじ ま り は一本の電話から

■ 出会え た 仲間たち

■ 応援団が見つ かっ た！

　 平成3 0 年、練馬区社協にかかってきた 1 本の電話は、区内に住む一人のお母さ んから のも ので

した。発達性読み書き 障害がある中学生のお子さ んのために、教科書のルビ振り をボランティ アに

お願いしたいと いう 相談でした。地域福祉コーディ ネーターはボランティ アの協力を得て、ルビを振

ること ができました。 でもそれだけで、お母さ んの悩みが解決し たよう には見えませんでし た。

　 そこでまずは、この障害のこと をもっと 知るために、地域福祉コーディ ネーターが中心と なって小

さ な勉強会を開催しまし た。 勉強会の終了後の会場では、そこで出会った同じ 障害のある子どもを

持つ保護者の皆さ んがずっと 話を続けていまし た。

　 出会っ た保護者の皆さ んが「 も っ と 情報 交 換 がし たい」と

言い、でき たのが、『 えるでぃ～学習障害について考える会』 で

す。 情報交換の場は、次第に同じ 悩みを持つ保護者の皆さ んが

悩みを打ち明け、励まし 合える大切な場へと なっていきました。

ただ毎回、会の最後には「 もっと 多く の人がこ の障害のこと を

知ってく れたら いいのに…」と いう 深いため息が出ていました。

　 そんなある日、東京練馬中央ロータリ ークラ ブ（ 国際的な社会奉仕連合団体）から 地域福祉コー

ディ ネータ ーに、「 練馬で困っていること はあり ませんか。できること があれば一緒に取り 組みたい

です」と 相談が入り ました。そこで『 えるでぃ』 の皆さ んの悩みを伝えたところ、「 一緒にこのこと を

広めていきましょう 」と プロジェクト を立ち上げること になり ました。

※発達 性読み書き 障 害（ ディ スレク シア ）と は

　 学習障害の一種で、知的発達に遅れはないも のの、「 読む」「 書く 」こ と に困難が見ら れる 障害です。

小学校では 1クラ スに２ ～３ 人そう し た子ど も がいる と 報告さ れています。

W
h
a
t？

『 えるでぃ』には、これまで
のべ 6 0 0 人以上が参加しました

地域福祉コ ーディ ネータ ーの実践 ～気づき・ つな ぎ・ 広げる ～報 告
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シンポジウム参加者の声

　 令和２ 年から 始まったプロジェクト 企画は、コロナ禍で変更を余儀なく さ れながら も 進み続け、

令和４ 年から 本格的に実施しまし た。

　 地域福祉コーディ ネータ ーのもと には、現在も 全国の自治体や社協

から 、そし て同じ 悩みを 持つ親御さ んから も「 地域で冊子を紹介し た

い」「 同じ よう な取り 組みをしたい」と 問合せが入るよう になり ました。

1 本の電話から 始まっ たプロジェクト が、 たく さ んの人をつなげなが

ら 、練馬を飛び出して全国から 反響を得ています。

　 今回の取り 組みによって、練馬区の子どもたちの学習環境は少し だ

け変化してき ています。関わっ たお子さ んは今では成人し まし た。今後

は就労の場面などより 広い範囲で社会と の関わり が必要です。第６ 次

計画でも 引き続き、 発達障害の支援を 行っている団体や関係機関等

と 連携しながら 、更に理解者が増えるよう 取り 組みを広げていきます。

　 　 こ のよう に、地域福祉コ ーディ ネータ ーは個別の困り ごと も 地域全体の課題と 捉え、

住民のみなさ んと と も に解決につなげる 取り 組みを 行っ ています。

　 身近にある 困り ごと について、 地域福祉コ ーディ ネータ ーと 一緒に考えて行きましょ う 。

P
o
i n

t

プ ロジェ クト で 取り 組んだこ と

◆『 発達性読み書き 障害早わかり ガイド 』3 0 0 0 部発行

　 区内の全小中学校、関係機関に配布

◆シンポジウム×2 回 のべ10 0 0 人が参加。

◆Yo u Tu b e版   『 発達性読み書き 障害

   早わかり ガイド 』 を 配信。 

   2 万3 千回再生（ 令和7 年3 月現在）

◆当事者でも ある 落語家を 招いての

   講演会に 4 6 1人が参加

　 マンガを含む冊子の発行や動画の作成、Yo u Tu b e でのシン

ポジウムのライブ配信など、地域福祉コーディ ネータ ーにと って

も 慣れないチャレンジが数多く あり まし た。それでも 諦めずに、

多く のボランティ アや団体、機関、企業など様々な立場の地域

の方に相談をし てみたと ころ「 一緒に考えよう！」 と いう 皆さ ん

が集まり 、プロジェクト のメ ンバーが増えていきまし た。

人生のステージごと に

困り ごと が変わると 聞いて、自分に

何ができるか分から ないけれど、

良き 伴走者になり たい。

もっと 早く

こ の障害のこと を知っていたら 、

違う 対応ができていたかもし れません。

世の中全ての人に聞いて

欲し い内容です。

■ 広がり は止ま ら な い

■ 「 地域で 発達性読み書き 障害の理解を 深める プロ ジェクト 」スタ ート

ダウンロード は

こちらから

PD F 版冊子

Yo u Tu b e 動画

第2 回シンポジウムの様子
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